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【テーマ】ボランティア団体の実態把握と活動の見える化 

【方策毎の実施計画】 

その１ ボランティア市民活動センターのプロモーション 

●６代目しこちゅ～ボラ７ 現在 23 名（１年生 15 名、２年生８名） 

    主催イベント『しこちゅ～すまいる☺ フェスティバル 2024』の開催が決定 

日時：12月 15 日（日）10：30～14：30  場所：しこちゅ～ホール 

●ボラ７通信の発行（年間４回） 

しこちゅ～ボラ７が市内イベント等を取材して原稿を作成、市報に同封し「回覧」として 

配布。また、ボランティア登録者や市内小・中学校、公民館などにも配布する。 

●市報やホームページ、Instagram、YouTube 等での各種情報発信 

ボランティアイベントや団体の活動などについて発信 

その２ ボランティア市民活動を行うためのきっかけづくり 

●ボランティア市民活動研修会 

回 日 程 研 修 内 容 講  師 

１ 7月23日（火） 
不登校は子どものせいじゃない！ 

～みんなで不登校を考えよう～ 

しこちゅ～子どもの居場所を

考える会「musubi-me」 

２ 8 月 1 日（木） 
あらたなコミュニティのカタチ。 

あらたなつながりのハジマリ。 

特定非営利活動法人 

ｅワーク愛媛 難波江任 氏 

３ 8 月 8 日（木） 発達が気になる子へのスポーツ指導 
ユニバーサル柔道アカデミー 

長野敏秀 氏 

時 間：13 時 30 分～15 時 

場 所：市役所市民交流棟 ２階会議室 

定 員：各回 30名程度 

●ボランティア養成講座 

 日 程 研 修 内 容 講  師 

全３回 
9/12・9/24・10/3 

13 時～14 時 30 分 
朗読ボランティア養成講座 

こどもアナウンス発声協会

講師 仙波千穂 氏 

全３回 
11/21・11/28・12/5 

13 時～15 時 30 分 
傾聴ボランティア養成講座 

産業カウンセラー 

加地 初美 氏 

場 所：市役所市民交流棟 ２階会議室 

定 員：各回 30名程度 
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●ボランティア学習 

学校において継続的に福祉学習を行うことで、子どもたちが持っているボランティア精神

を引き出し、活動への自主性を育む。 

●災害ボランティア研修会（予定） 

日 程：令和７年３月 

内 容：実際に被災地支援を体験した方などを講師として招き、講演会を実施予定。 

     災害に対する危機感を持ち、平時から備えることの重要性を考えるきっかけとする。 

 

その３ 支援体制の充実 

●ボランティア市民活動交流会（予定） 

日 程：未定 

場 所：市役所市民交流棟                             

内 容：各団体の活動体験交流会 

●ボランティアへの場所・設備の提供 

市民交流棟をより快適に利用できるよう、会議室や設置している機器について広く周知す

るとともに、適切な維持管理に努める。 

●ボランティア保険の加入促進 

ボランティア活動中の事故に備え、安心して活動できるようボランティア保険の加入促進

を図る。 

 

その４ 企業ボランティアの推進 

●企業ボランティアの登録促進 

  多種多様な社会のニーズに幅広く対応できるよう、様々な業種の企業登録を進める。             

●企業ボランティア活動の場を創出 

    企業ボランティア活動の場を拡充するため、SNS やホームページを活用した効率的な情報

提供等について研究する。 

●ボラ７による企業ボランティアの取材と情報発信 

  ボランティアに取り組む企業の取材と情報発信をボラ７が担い、高校生ならではの視点で

同世代に企業の魅力を発信することで、若者世代が企業の取組みを知る機会とする。 

●災害ボランティアのネットワークづくり 

  登録ボランティア、企業、NPO などの関係団体において、災害時に役立つネットワークを

構築する。 


